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1.研究背景と⽬的

音楽療法は、場所を限定せず、幅広い人数設定が可能な療法であり、人間の身近な存在であ

る音楽を用いて侵襲を伴わず、難しい手法もなく、対象者も年齢や人数、疾患を問わずに簡便

に取り入れることができる [千葉 林, 2022]。高齢者を対象とした報告によれば、病院では６

割以上、特養・老人デイサービスでは全ての施設で音楽を使った何らかの活動が実施されてい

る [丸山, 2019]。実施する者が音楽療法士かどうかに関わらず、『なじみの音楽（その対象者

にとってなじみ深い音楽を意味し、対象者が聴き慣れた音楽、あるいは大切にしてきた音楽）』

がひとつの重要な音楽療法のキーになるという見解もある [坂下, 『なじみの音楽』が認知症

高齢者に及ぼす改善効果ーナラティブを考慮した介入についてー, 2008]。

本稿は、人と関わることが難しかった高齢者（以下、Aさん）との 53回にわたる音楽療法の

研究報告である。この事例は、COVID-19感染拡大のさなかに、ケア付き有料老人ホームと音楽

療法士がオンラインで繋がる形式により開始された。38回目以降、感染対策の緩和により、対

面形式に切り替わった。しかし、いずれの形式であっても、プロセスを通じて、ある音楽が A

さんと関係者との「媒（なかだち）」となっていた。対象者との音楽療法のプロセスの分析・調

査に加え、関係者へのインタビュー調査を実施し、本事例で何が起きているのかを探索し、音

楽療法とは何かということについて何らかの知見を見出すことを目的とする。

2.研究⽅法

オンラインおよび対面による Aさんとの 1回 30分×53回の音楽療法のセッション記録（文

書による実施記録、音楽療法の録音・録画）をデータとして扱う。全データは、実施内容・Aさ

んを中心としたコミュニケーション・A さんの身体の動き・音楽療法士の内面・アクティビテ

ィ担当介護福祉士の言動や記録書き込み・生活面の情報とに分類し、時系列にプロセスを追っ

て調査・分析する。

Aさんと関わりのある 6名（ケアマネジャー、介護福祉士、介護長、前施設元職員、アクテ

ィビティ担当介護福祉士、息子）に、60分程度の半構造化インタビューを行う。半構造化イン



2

タビュー内容は、先方の了承を得て、録音し、逐語録を作成する。インタビューガイドは①家

族から見た Aさんについて、②Aさんの現施設に入居する前の様子、③現施設の入居当初の様

子、④生活面での様子や変化、⑤Aさんの音楽療法についてどう感じるかの 5項目で、これら

の逐語データを何度も読み、分析・調査する。

3.結果

53回の音楽療法のプロセスは変化に応じて分類して、タイトルをつけた。第 1期（#1-4）

デイルームでクラシックが好きな一参加者としての Aさん、第 2期（#5-9）個人音楽療法開

始と《英雄ポロネーズ》のリクエスト、第 3期（#10-16）英雄ポロネーズに固執してしまう

事に対する音楽療法士の葛藤と挑戦、第 4期（#17-21）Aさんの転倒により復活した英雄ポロ

ネーズ、第 5期（#22-25）ショパンばかりの選曲、第 6期（#26-30）英雄ポロネーズと Aさ

んの関係にスポットを充てていく、第 7期（#31-37）好きな曲は何かを問い、Aさんが応え

る、第 8期（#38-40）オンラインから対面へ、第 9期（#41-44）英雄ポロネーズで始まるセ

ッションと、Aさんの長い語り、第 10期（#45-47）音楽療法士の体調を気遣う、第 11期

（#48-50）「歌いたいわあ」「会いたいわあ」「泣けてくる」、第 12期（#51-53）豊かな言葉や

笑い声、の 12段階である。また、インタビューデータから、《英雄ポロネーズ》との関係、A

さんのライフストーリー、音楽以外の要素を抽出し、さらに他職種と家族から見た音楽療法

を調査した。

4.考察

本稿では、本事例の音楽療法で何が起こっていたか、と、音楽療法とは何かということにつ

いて考察した。対象者にとっての《英雄ポロネーズ》は、音楽療法の場に「確かな安心感」を

もたらし、これまで隠れていた対象者のライフストーリーを垣間見せる契機となった。また、

対象者や音楽療法士に「新しい試みを行うために必要な安全な拠り所」となり、次への試みへ

のステップとなった [ケニー, 2006]。対象者の『その人らしさ』は更新され、対象者と間接

的に関わる人にとっても、対象者との関わりに何らかの変化や影響が見られた。
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音楽療法とは「音楽療法士が」「何かを」「した」「結果どうなったか」というものではなく、

COVID-19感染拡大の中オンライン形式で開始された実践、直接的・間接的要素など含め、プロ

セス全体が関係する場としての音楽療法と考えられる。更に、【媒の音楽】が対象者との生き生

きとした関係を支えるという知見を得た。さらに、対象者の『その人らしさ』に出会うための

多様な可能性に開かれた場として、音楽療法が今後どのように貢献できるかという課題も見出

した。
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